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月も江口グループわくわく倶楽部のニュースレ
ターをご覧いただきありがとうございます！ 皆さん

のお手元にこのニュースレターが届く頃、今年の金沢マラ
ソンは終わっています。無事にゴールできていますよう
に・・・（原稿作成中の今がんばってトレーニングしていま
す）報告はまた来月にでも致します！
　渡辺和子さんの「美しい人に愛はほほえむから」という
本からひとつご紹介させて頂きたいと思います。

報は寝て待て」などという諺が日本にあったのか
と疑うほどに私たちは今日、早く結果を見たいと

焦り、待つことを罪悪視するまでになっている。それはめ
まぐるしい変動の世に当然のことであり、寝て待っている
間に事態は変わってしまうのではないかという不安と、結
果を今すぐこの眼で見なければ安心できないという不信
感のあらわれでもあろう。コンピューターはたちどころに
運勢、結婚の相手、成功疑いない事業をはじき出してくれ、
乗り物はおろか銀行の窓口にいたるまで、とにかく待たな
いですむように、 待たせないですむようにという配慮が
されている。
　四季を問わず店頭にある野菜、果物類は、自然の破壊
と相まって日本特有の季節感、それは待ちこがれたあか
つきに、はじめてしみじみと味わうことのできる春夏秋冬
のあの美しい味わいをとりあげてしまった。結果を焦る
人々に応えて登場したインスタント文明の落とし子として、
そこには自分の欲望と、その欲望の対象との間に時間も
距離も置くことができないジェネレーションが生まれた。
新聞を賑わす非行、犯罪の数多くは、知能犯というよりも
むしろ一時の衝動を抑えることのできない人たち、つまり
自分に「待った」をかけることがないままに突っ走った人々
の姿でしかない。待つということは、この不完全な世の中
に神仏ならぬ身で生きている者にとっては 逃れられない
宿命だと思う。短い一生だから待ってなどいられないと言
うかも知れないが、そんな短い、死でピリオッドが打たれ
るような人生だからこそ、ままならぬことも多いのだ。

　待っている間はたしかに辛い。しかし待った後の喜びは
待たずして得られた喜びと、その質において異なるので
ある。そうだとすれば、待たないですむ世の中であるかの
ように子どもたちに教えてはいけない。
　ほんとうに子どもの幸せを願う親、教師であるならば
待つことの意味と、待っている間のすごし方を自分の生き
方で見せるはずではないだろうか。教育そのものが待つ
ことを必要としている。それは種まく者にいつも求められ
る忍耐と謙虚さであり、蕾（つぼみ）が内からの力で自然
にほころびるのを待つ信頼にも似ている。

つことが苦手な人は多いなと思います（自分もそ
うですが・・・笑）。たとえば、エレベーターに乗った

とき、「閉」ボタンをすぐに押してしまう人。何秒かを待つ
ことができない。あるいは、メッセージを送ったのに、すぐ
に返事が返ってこないとイライラしてしまう人。また、レス
トランやカフェ、あるいは役所や銀行などの窓口で少し待
たされると激高してしまう人。そして、人との待ち合わせ
で、1分でも待たされると怒りだしてしまう人。赤ん坊をは
じめ、これに近い人は、しばし待てずにダダをこねます。
いずれにしても、「待つ」というのは高等な精神活動です
ので、これができるような人間性を磨かなくてはいけない
のかなと思います。とくに最近は、待てない社会になって
います。
　最近は、教育も、会社における研究投資も、すぐに結果
を求める傾向にあります。「機が熟すまで待つ」というのは
成功するための大事な視点であり、余裕のある大人の対
応です。待てない人は自己中心的な人に多いそうです。
自分のペースでないと納得できず、イライラしてしまうか
らだといいます。そして、一代で会社を大きくしたような
経営者にありがちなタイプの人は、待てません。仕事に限
らず、すべてに対してスピード感が優先され、同時に「待
つこと」は時間の無駄という意識があるからです。スピー
ドが優先される時代だからこそ…今一度、待つことの大
切さを心に刻みたいなと思います。

  待つことの大切さ
江口グループ　代表取締役社長　江口　充
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